
有限会社髙鍋水産 SDGs宣言
当社は、「安全でおいしい魚を提供すること」をポリシーとし、

事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域課題の解決、および持続可能な社会の実現に努めてまいります。
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重点項目（ターゲット2030）

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

安全で良質な養殖魚の提供 地域社会との連携
餌にこだわり、徹底した衛生管理の下、日振島の

豊かな海で、大切に育てた安全で良質な養殖魚を、

全国のお客さまの食卓にお届けします。

地域団体活動への積極的な参加を通じて、地場

産業である養殖業に対する理解を深める機会を増や

し、若い世代を交えた活気ある地域社会づくりに貢献し

ます。

【主な取り組み】
こだわりの飼料の適正な給餌、衛生管理の厳守、魚病

予防用のワクチン接種、品質管理の徹底

【主な取り組み】
小学生の社会科見学の受入れ、漁業協同組合など

地域団体の活動への参画、地域行事への協賛・寄付

自然環境との共生 安全・安心な職場づくり
漁船からの排出物削減や養殖漁場の適切な管理に

より水産資源の保全に努め、豊かな海と共生した養殖

事業の持続的な成長を目指します。

社員一人ひとりの意見に耳を傾け、各人の健康と

安全に配慮し、多様な人材が快適で安心して働くこと

ができる職場づくりに取り組みます。

【主な取り組み】
漁船の稼働の効率化、廃棄物の削減・分別管理、AI

給餌機利用による飼料残渣の削減、養殖場の水質

管理

【主な取り組み】
社員との対話促進、健康教育の実施、安全管理の

徹底、機械化による労働環境改善、シニア層の雇用

拡大

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。


